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平成２２年度

進路希望調査での主な質問Ｑ＆Ａ

宮城県立名取支援学校 進路指導部
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＜進路希望調査でのおもな質問Ｑ＆Ａ＞（小学部）

Ｑ１．名取市在住で、仙台や岩沼の施設に受け入れてもらえるか。（小1）

Ａ．仙台市内の通所施設は、原則として仙台市の方のみ利用可能です。しかし、「ぴあ」「ほっぷ」

などの施設は定員に空きがあり、本人が自力で通所でき、仕事上の技能面だけでなくコミュニ

ケーションがとれてマナーを守ることができる就労を目指している人であれば受け入れていま

す。岩沼の「しおかぜ」などは、名取市や仙台市の方を受け入れています。さらに、岩沼市の

「ひまわりホーム」も名取市民を受け入れています。さらにお知りになりたい場合は、担任を

通じて進路指導部までお問い合わせください。

Ｑ２．各施設に送迎サービスはあるか。(小 1・名取市）

Ａ．送迎サービスを実施しているかどうかは施設によって様々です。名取市の「るばーと」や岩

沼市の「しおかぜ」は送迎サービスを実施しています。しかし、名取市の「みのり園」や岩沼

市の「ひまわりホーム」では送迎サービスはありません。

Ｑ３．花や植物を扱う仕事はあるか。（小 2・名取市）

Ａ．通所施設「しおかぜ」（岩沼市）では、野菜栽培をしています。「サンサンファクトリー」（仙

台市秋保）でも野菜栽培、「ローズガーデン」（仙台市中山）では、バラ栽培をしていますが、

名取市からは、仙台市の施設は利用できません。園芸店や造園業で就業体験をした生徒もいま

したが一般就労までは結びついていません。

Ｑ４．今後、どんなことを習得していけばどんな道が開けるか。（小 2・名取市）

Ａ．様々な力が求められますが，一般的に必要と言われることを紹介します。

○一般就労であれば、確実な身辺自立や日常会話はもちろんのこと、１．あいさつの仕方、

２．協調性、３．報告・連絡・相談をしっかり行う、４．仕事上最低限必要となる数の理解

と漢字の読み書き、５．短文（何を、どうして、どうだった）の読み書き、６．８時間働き

続ける体力、集中・持続力、などが求められます。もちろん気分のムラなどで欠勤しないこ

と、指示をよく聞いて最後まで頑張る「はい」という素直な心が大切です。

○「就労移行・就労継続」の施設に通所する場合、ここでも基本的に「働く力」が必要です。

そのためには、１．あいさつなど基本的な生活習慣、２．一定時間、作業が続けられる集中

力と持続力、３．みんなと一緒に活動できる協調性、４．指示を理解し素直に受け入れられ

ること、などが大切です。

○「生活介護」の施設に通所する場合、１．人の支援を素直に受け入れられる、２．自分で

できることは自分でやる、３．いろいろな環境や変化に対応できる、４．生活経験の拡大、

５．望ましい生活リズムの確立、などが大切になります。

Ｑ５．各種就労体系について、具体的に知りたい。（小2・仙台市）

Ａ．学校卒業後に就労を目指す方の進路は、主に次のようになります。

① 「一般就労」・・・一般企業、事業所への就職。

② 施設通所「就労移行」・・・「就労移行支援サービス」を実施している施設に通所します。

期間は２年間のみ。施設では、個々に合わせたプログラムを組み一般就労を目指します。

③ 施設通所「就労継続Ａ型」・・・「就労継続支援サービス（Ａ型）」を実施している施設

に通所します。期限は定められていません。Ａ型（雇用型）は、施設と正式に雇用契約を
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結び、その施設での仕事に従事します。いわば施設に就職する形です。平成２４年度から

は、学校卒業後直接、このサービスを利用することはできなくなります。

④ 施設通所「就労継続Ｂ型」・・・「就労継続支援サービス（Ｂ型）」を実施している施設

に通所します。期限は定められていません。Ｂ型（非雇用型）は、いったん一般就労した

が解雇された場合や、就労移行支援で一般就労を目指したがうまくいかなかった方などが、

生産活動の知識や能力の向上を目指して施設内での仕事に取り組み、再度、一般就労を目

指していきます。平成２４年度からは、学校卒業後直接、このサービスを利用することは

できなくなります。

Ｑ６．障害年金について、具体的に知りたい。（小2・仙台市）

Ａ．20歳未満に初めて「○○の障害」等と医師の診断を受け，20歳に達したとき障害の状態に

ある人。または20歳に達した後に「○○障害」等と初めて医師の診療を受けたときから、 1

年六ヶ月経過したとき(その間に治った場合は治ったとき)に障害の状態にあるか、または65

歳に達するまでの間に障害の状態となったときに該当します。

20歳前に傷病を負った人の障害基礎年金については、本人が保険料を納付していないこと

から、所得制限があり、所得額が398万4干円(2人世帯)を超える場合には年金額の2分の1が支

給停止とし、500万1干円を超える場合には全額支給停止になります。しかし，ほとんどの場合

は本人を一人世帯として世帯分離する方法（同居でも可）をとるケースが多いようです。障害

基礎年金の年金額は定額となっていて、２級の障害については792,100円（月額66,008円）、

１級の障害については２級の障害の年金額の1.25倍の額990,100円（月額82,508円）です。

ＰＴＡ進路研修会１回目（５月２０日実施）の障害者生活支援センター「ピアラ若林」の藤

島所長さんから，障害基礎年金についても講話がありましたが、申請ではすんなりといかな

いケースが多いようです。

年金の申請は申請用紙をもらうところからスタートします。20歳になる少なくても３ヶ月

前には仙台市であれば年金課の窓口で申請用紙をもらいます。裁定請求書や診断書・障害に

ついての申立書の用紙が渡されます。

病院で診断書に記入していただき、戸籍抄本、障害者手帳や療育手帳、本人名義の預金通帳、

印鑑、本人の課税証明を用意します。そこで、申立書の記入については、発病したときの状

態や発病から初診までの状態を記入します。これは、母子手帳など当時の様子を詳細に記録

されているものを手がかりに記入することになります。さらに現在に至るまでの治療の経過

を記入する欄や現在の状況もあります。

決定までは約３ヶ月ぐらいかかり審査結果は通知されます。

現在では２年～５年後に再度見直しをすることを条件に受給できたケースもあります。また、

働いていることを理由に申請書すらもらえなかったケースもあります。直接区役所に行く前に

太白区は「ハンズ太白」、名取市は「窓」、岩沼市は「ぱれっとさとのもり」へ一度相談してか

ら行かれると良きアドバイスや支援を受けることができます。

Ｑ７．就労支援制度（ジョブコーチ）について知りたい。（小2・仙台市）

Ａ．ジョブコーチ支援の概要

障害者が職場に適応できるよう、障害者職業カウンセラーが策定した支援計画に基づきジョ
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ブコーチが職場に出向いて直接支援を行います。

障害者が新たに就職するに際しての支援だけでなく、雇用後の職場適応支援も行います。さ

らに障害者自身に対する支援に加え、事業主や職場の従業員に対しても、障害者の職場適応

に必要な助言を行い、必要に応じて職務の再設計や職場環境の改善を提案します。

支援期間は、標準的には2～4ヶ月ですが、1ヶ月～7ヶ月の範囲で個別に必要な期間を設定

します。支援は永続的に実施するものではなく、ジョブコーチによる支援を通じて適切な支

援方法を職場の上司や同僚に伝えることにより、事業所による支援体制の整備を促進し、障

害者の職場定着を図ることを目的としています。

【障害者への支援例】

・仕事に適応する（作業能率を上げる、作業のミスを減らす）ための支援

・人間関係や職場でのコミュニケーションを改善するための支援

【事業主への支援例】

・障害を適切に理解し配慮するための助言

・仕事の内容や指導方法を改善するための助言・提案

【家族への支援例】

・対象障害者の職業生活を支えるための助言

【支援期間】

・個別に必要な期間を設定しますが、標準的には2-4カ月を想定しています。

障害者の職場定着には、職場内で上司や同僚が適切に援助や配慮を行っていくことが重要

です。ジョブコーチによる支援は、永続的に行うものではなく、直接障害者と事業主に支援

を行いながら上司や同僚に適切な支援方法を伝え、ジョブコーチによる支援を終了しても、

職場内で支援が継続されることを目指しています。職場適応上の課題が改善され、職場内で

の上司や同僚からの支援が適切に行われるようになった段階で支援を終了します。

Ｑ８．重度重複障害の生徒が、今までどのようなところに就職、入所しているか。

（小B・名取市）

Ａ．重度の方の就職、施設入所の例は今までありません。名取市の施設通所では、「るばー

と」（通所更生施設）「らるご」（地域活動支援センター）があります。要医療行為のある方

も医療行為の程度によっては受け入れております。利用については「るばーと」・「らるご」

と同じ建物の中にある指定相談支援事業所「窓」（022-382-9851)までご相談ください。

・同上・施設の一日の生活時間や活動内容も知りたい。（小B・仙台市）

Ａ．仙台市で、重度の方が通所している主な施設は次の通りです。

①太白区「大野田はぎの苑」「八木山つどいの家」「つどいの家・あぷり（４月開所予定）

問い合わせは「つどいの家新施設準備室」八木山つどいの家 022-229-0666まで）

②若林区「コペル」

③青葉区 「はまゆう」「こまくさ苑」「かがやきの杜」「ポケット」「国見はげみホーム」

④宮城野区「高砂はげみホーム」

⑤泉区 「はまなす苑」

など、たくさんあります。活動時間や内容については、それぞれの施設で違いますので、具

体的なことがお知りになりたい場合は、担任を通じて進路指導部にお問い合わせください。

また、施設によってはホームページを作っているところもありますので、そちらもご覧くだ

さい。
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・医療的ケアを引き受けてくれる体制の整った施設はどこか。（小 B・名取市）

Ａ．医者が対応できる施設（重症心身障害（児）者通園事業Ａ型）は、「エコー療育園・みつば

ち」のみです。（名取市民も利用できます。）

看護師が対応できる施設（重症心身障害（児）者通園事業Ｂ型）は、「高砂はげみホーム」「国

見はげみホーム」「コペル」「仙台つどいの家」「こまくさ苑」の５箇所ありますが、仙台市

民のみの利用になります。

仙台市以外で要医療行為の方が利用可能な通所施設では次のところがありますが遠方になり

通園が困難な状況です。

・エコー療育園通園センター「みつばち」仙台市青葉区芋沢字横前１－１ (022-394-1480)

・白石陽光園通所更生施設「とも」 白石市福岡長袋字岩崎 81 番地の 140 (0224-24-2608)

・七ツ森希望の家「ふわり」 黒川郡大和町吉田字上童子沢 21 (022-345-3701)

・岩沼市在住の重度重複の子どもです。「やすらぎの里」に制度上、通所可能か。（小 B)

Ａ．通所可能です。ただし，要医療行為が必要な方については要相談となります。（１名看護師

が配置されています。）対応対象年齢は特に制限はないとのことです。小学部の児童生徒か

ら利用できます。土曜日の日中一時支援等の利用をされてみてはいかがでしょうか。送迎サ

ービスもあります。利用申し込みは岩沼市役所３Ｆ 社会福祉課まで。

やすらぎの里：０２２３-２５-５１９０

Ｑ９．一般就労、作業所、施設利用で、それぞれどの程度の力が求められるのか。（小 3）

（たとえば、一般就労なら日常会話ができる、など。）

Ａ．Ｑ４の回答をご覧ください。

Ｑ１０．名取市近隣の施設はどこもいっぱいで、親としてどこにどう働きかけて、何をしていけば

いいのか。（小 4・名取市）

Ａ．名取市内の施設は社会福祉法人みのり会が運営している「るばーと」「らるご」「みのり園」

の３箇所です。「みのり園」などは２５名定員のところ現在３０名が登録しております。そ

のため来年度の進路先としても厳しい状況が予想されるのが現状です。

一人の力ではできないことでも同じ考えの方が集まれば強力な力となっていきます。数多

くの声を名取市に届けることが重要ではないかと思います。

また、「るばーと」・「らるご」と 同じ建物の中にある指定相談支援事業所「窓」（022-382-9851)

へ足を運んでいただき最新情報の収集と同時に窓さんとのパイプを太くしていくことも大切で

す。

Ｑ１１．保護者がかかわって立ち上げた施設の情報があれば教えてほしい。（小 4・名取市）

Ａ．仙台市太白区の「そよかぜ広場」は聴覚支援学校の保護者が中心となって立ち上げた施設で

す。また、岩沼市の「しおかぜ」があります。本校卒業生の保護者が土地を提供したり、保

護者が理事となって資金を出したりなど、着工まで数年かかり実現しました。今後はグルー

プホームの開所に向けて着実に拡大している施設です。

詳しくは、「社会福祉法人しおかぜ」までお問い合わせください。

岩沼市早股字五福田２０番地 0223-22-5586 施設長 永井さん



- 6 -

Ｑ１２．就職活動は高３になって始めるのか。もっと早くから就職活動する方もいるのか。（小 6）

Ａ．就業体験は、中学部３年生から始まります。その中で、希望の職場や施設へでの実習を重ね

ながら、最終的には高３の前期で進路希望を決めます。就職希望の方は、高２あたりから希

望の職場で就労を目指した就業体験をします。

Ｑ１３．「仙台市手をつなぐ育成会」が行っているところは、会員以外の人でも就職できるのか。

（小 6・仙台市）

Ａ．Ｈ２１年度の卒業生が仙台市手をつなぐ育成会で請け負っている清掃作業に就くことができ

ました。場所は「仙台市児童相談所」で、主に施設内部の廊下や室内の清掃作業です。（現在

は「仙台市体育館」）この卒業生は名取市に在住ですので、仙台市手をつなぐ育成会の会員に

なっていませんでした。

このように、会員以外でも就労が可能となった例があります。

Ｑ１４．通いたい施設が定員いっぱいなときはどうすればよいのか。（小 6・岩沼市）

Ａ．第２希望、第３希望の施設になるか、まったく空きがない場合、一年在宅、というケースも

ありました。いずれにせよ、希望がそのまま通るのではなく、仙台市の場合は、調整会議に

かけられ、第３希望までの中で決まります。他市の場合も、障害区分判定により、通所施設

(生活介護の施設又は就労移行の施設）かが決定されます。

Ｑ１５．施設や事業所の定員はいっぱいではないのか。卒業生全員がどこかに入れるのか。

（小 6・仙台市）

Ａ．必ずしも、全員がどこかに入れるという保証はありません。毎年の状況を見ながら、できる

だけ希望の進路に進めるように、今後も職場開拓をしていきます。施設によっては定員いっ

ぱい、というところもありますが、状況は毎年変わっていきますから、こまめに施設の情報

を入手しながら、進路を考えていく必要があります。

Ｑ１６．施設の負担金はどのくらいかかるのか。（施設によって違うと思うが。）（小 6・仙台市）

Ａ．政権が民主党になり、障害者自立支援法も一部改正されました。それにより、現在は施設利

用料は一割負担が無くなり無料となりました。しかし、食費（水道や光熱費・栄養士や調理

師の人件費を含む）は自己負担となります。弁当を外部に委託している施設は一食当たり 400

円～ 600 円がかかります。また、施設内で給食を作っているところは 600 円～ 900 円ぐらいだ

と思われます。

その他には送迎サービス料金やおやつ代などが必要な施設もありますので，それぞれの施設

に聞いてみないと分かりません。

Ｑ１７．親が高齢になっても安心できるように、送迎はお願いできるのか。（小 6・仙台市）

Ａ．送迎サービスについては、各施設によって異なります。具体的にお問い合わせいただけばお

調べします。

Ｑ１８．いずみ養護学校の専攻科とはどんなところか知りたい。（小 6・仙台市）

Ａ．女子のみの私立の特別支援学校で、高等部本科３年課程と専攻科２年課程を設置しています。

学科は普通科で、教育課程は領域・教科を合わせた指導、特に家庭科を中心に編成し、ミシ

ンや手芸の学習に力を入れています。
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寮があり希望者が利用できます。学寮連携の 24 時間体制のもと、集団生活を通し自立心と

生活力をより高める指導を行っています。

※毎日弁当持参（給食はありません）

〒 983-0832 宮城県仙台市宮城野区安養寺二丁目 1 番 1 号

TEL (022) 293-7636（代）

FAX (022) 293-7632

ＨＰアドレス http://www.izumi-yougo.jp/html/tokusyoku.html

Ｑ１９．どんな仕事が向いているか。それに向けて家ではどんな手助けをすればよいか。（小 6）

Ａ．どんな仕事についても、「働くための基本的な力」（Ｑ４．参照）が求められます。どんな仕

事についても困らないように、現段階では、今できる基本的な学習をしっかり積み重ねてほ

しいと思います。家庭でのお手伝いにしっかり取り組んだり、学校で学んだことは家庭でも

できるようにしておき、「いつでも、どこでも、誰とでも」頑張れる適応力をつけておくこと

が大切だと思われます。

Ｑ２０．福祉サービスの用語が難しく、内容がわかりにくい。（小 6・仙台市）

Ａ．障害者自立支援法について簡単に説明しているパンフレットがありますのでこちらをご覧く

ださい。

厚生労働省ホームページの障害者福祉のページからアクセスできます

↓

http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/jiritsushienhou19/index.html

パンフレット表

http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/jiritsushienhou19/dl/01.pdf

パンフレット裏

http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/jiritsushienhou19/dl/02.pdf

Ｑ２１．どういう流れで進路先が決まるのか。（小 6・仙台市）

Ａ．本校では、まず中学部３年生で、１～２日間の就業体験があります。ここで、希望の施設

や職場の見学、体験を行います。高等部１年～３年では、毎年、就業体験を前期２週間、後

期３週間の年間５週間実施します。この就業体験期間に、希望の職場や施設での実習を重ね、

進路希望先を決定していきます。高３の前期実習で最終的に進路希望を決定し、施設希望の

場合は、秋には希望を各市へ提出します。各市の調整会議、判定会議を経て、進路先が決定

します。就職の場合は、各企業や事業所の規定により、試験や面接を受けたり、テスト実習

などを経て採用が決定されます。

なお、仙台市の通所施設は、仙台市の方のみの利用になりますので、他市の方が希望を出

すことはできません。

※各種福祉サービスや年金制度、施設情報など、大変複雑で分かりにくいという意見をいただいてお

ります。本校でも、計画的に「進路研修会」や「施設見学会」などを実施しておりますので、ぜひ

ご参加いただき、情報を集めてください。なお、お聞きになりたいことは、いつでも担任を通じて

進路指導部にお問い合わせください。
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＜進路希望調査でのおもな質問Ｑ＆Ａ＞（中学部）

Ｑ１．仙台市の施設は，仙台市在住じゃないとだめなのか？ （中１・岩沼，名取市）

Ａ．小Ｑ１参照

Ｑ２．施設での受け入れ基準を教えてほしい。 （中１・仙台市）

Ａ．仙台市の場合は，入所にかかわる調整会議を実施しています。入所したい施設を第Ⅰ希望か

ら第３希望まで施設名を記入し居住区の障害高齢課へ提出します。それを受けて，仙台市では

１０６項目の障害程度認定区分というアセスメントを実施します。その判定で３以上と判定さ

れた方は，生活介護事業の施設を利用することになります。１～２と判定された方は就労移行

支援事業の施設に入所することになります。しかし，生活リズムが生活介護の施設が適してい

る等の理由がある場合は，不服申し立てを区役所に出して特別に認められるケースもあります。

また，精神障害者を支援するために開所した施設でも，障害者自立支援法の規定により知的

障害者を受け入れないと施設運営が厳しい施設が増えてきています。それは，精神障害の方の

多くは毎日通えないという方が多いのです。そのため定員（登録者）を増やし知的障害者を受

け入れることで施設運営を安定させようというものです。

精神障害者の支援からスタートした施設は仙台市が行っている調整会議の施設の中には入っ

ていないので，施設に直接希望を出しその旨を区役所の障害高齢課に話しその後、１０６項目

のアセスメントなどの手続きを行うことになります。これは，身体障害者の施設でも同じこと

が言えます。主な施設は次のとおりです。

① わ・は・わ（精神・知的） 仙台市若林区中倉2-21-5 022-283-1408

② わ・は・わ沖野（精神） 仙台市若林区沖野3‐6‐55 022-294-6250

③ わ・は・わ遠見塚（精神） 仙台市若林区遠見塚8-1（※若林福祉セ内） 022-355-5064

④ 仙台ワークキャンパス(身体） 仙台市太白区袋原５丁目12-1 022-741-0998

⑤ 向日葵ファミリー（精神） 仙台市太白区袋原5-17-33 022-741-2888

（向日葵ファミリーは今後知的障害者の受入計画中です。）

※ 作業種や生活リズムなどが一番なので，見学を希望される場合は直接施設へ電話をお願いし

ます。

Ｑ３．子どもが成人してからの国や県や市の支援（生活）の情報がほしい。 （中１・仙台市）

Ａ．一番の窓口は居住区にある障害者相談支援事業所へ行くと具体的な支援例などの情報を聞く

ことができます。どうぞお気軽に電話をしてみてはいかがでしょうか。

ぴあら若林 仙台市若林区遠見塚東８－１ 022-282-5188

ハンズ太白 仙台市太白区長町南一丁目６－１０ 022-308-8834

サポートはぎ 仙台市太白区大野田字宮脇10-1 022-746-6881

Ｑ４．どのようにして施設に入れるのか具体的なことが知りたい。 （中１・名取市）

Ａ．名取市内の知的障害者対象の施設は「社会福祉法人みのり会」が運営しています。直接法人

の本部がある「るばーと」へ行きご相談ください。みのり会の事業拡大などの最新情報も聞

くことができます。さらに，「るばーと」と同じ建物の中に「窓」という相談支援事業所があ
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りますので，こちらにも顔を出して生活支援や家族の支援などの情報もお聞きになってみて

はいかがでしょうか。

Ｑ５． 就労継続支援Ａ型，Ｂ型の意味が分からない。 （中１・仙台市）

Ａ．Ａ型：一般企業への就労と同じように雇用契約を結び施設から賃金をもらうという形の施設

利用です。施設利用料金がかかります。

Ｂ型：Ａ型と違うところは，雇用契約を結ばない点です。様々な支援をしてもらいながら働

く力を身につけるところです。

Ｑ６．進路の選択を狭くするとは，具体的にどのようなことなのか？ （中１・名取市）

Ａ．本人の可能性を見つめないで，保護者の思いや都合だけで進路の方向性を決めてしまうこと

や，保護者の友達の子供が行くので同じところでいいなど安易な施設決定などが考えられます。

本人がどこで働くのが一番実力を発揮できるかを，実際に見学したり就業体験したり担任や進

路指導担当に相談することでこのようなことは防ぐことができます。

Ｑ７．施設の情報と施設の現状を知りたい（人数的なもの，活動内容）

Ａ．各施設の定員や大まかな活動については，進路の手引きのＰ７９～８５をご覧ください。

施設はそれぞれ法人の考え方により運営されています。何をどのようにしようとしている施

設なのかをつかむことが大切です。その次が，建物の大きさや広さなどの物理的な部分です。

具体的な活動については，曜日によっても活動内容が変わるところもありますので直接施設

へ電話を入れて見学相談されるのが一番良いと思います。

Ｑ８．要医療（Ｂ型通所施設）が少ないため高校卒業後通える所があるのか？（中Ｂ・仙台市）

Ａ．仙台市（仙台市民のみ利用可）

・仙台つどいの家「さんしょ」 仙台市泉区南光台東１丁目１９－１８ 022-252-6128

・つどいの家・コぺル「オリザ」 仙台市若林区上飯田１丁目１７－５８ 022-781-1571

・こまくさ苑 仙台市青葉区荒巻神明町２－１０ 022-301-2335

・高砂はげみホーム「すみれ」 仙台市宮城野区福室七丁目８－２０ 022-786-7275

・国見はげみホーム 仙台市青葉区国見５丁目３－２２ 022-728-0801

・つどいの家・あぷり 仙台市太白区山田地区に現在建設中 ４月開所予定

問い合わせ先 「つどいの家新施設準備室」（八木山つどいの家 022-229-0666）

仙台市以外

・白石陽光園「とも」 白石市福岡長袋字岩崎８１番地の１４ 0224-24-2608

・七ツ森希望の家「ふわり」 黒川郡大和町吉田字上童子沢 21 022-345-3701

※Ｂ型通園事業は日々５名の定員で運営されています。曜日ごとの空き状況は直接施設へ問い合

わせてみてください。

Ｑ９．一般の事業所でも，施設でも仕事ができない場合はどうすればいいのか，どういう選択肢が

あるのか知りたい。 （中１－Ｂ・名取市）

Ａ．通所を決定する前に何度か施設の見学や体験をさせてもらい，どの施設が本人にとって良い

のかを保護者が判断することになります。そのための相談は担任が中心となって行い進路指導

部が施設との渉外を行います。最終的な施設決定は保護者が施設へ申し込みます。施設内で検

討された後，施設から受入可能の通知が来たら，名取市の保健福祉課へ行って手続きします。

名取市では，「るばーと」がこの４月から生活介護事業の施設になります。定員３５名です。
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現在，増築・改築の工事が入り，これまでよりのびのび，ゆったりと活動できるようになり，「る

ばーとワーク班」を新設するそうです。これは，「みのり園」での仕事はちょっと自信がない方

や作業中心の生活をしてみたいという方の社会訓練・作業訓練を行うものだそうです。くわし

くは，「るばーと」に直接お問い合わせ下さい。

Ｑ１０．進路について，本人に合った場所を先生方から教えてもらえるのか。（中2・名取市）

Ａ．そのために実施しているのが就業体験です。中学部３年時に行う予定です。体験先や担任や

主事，副主事または，進路指導担当等に相談していただければわかると思います。「進路の手引

き」を見て調べるのも一つの方法です。

Ｑ１１．施設を途中で変えることは可能か。（中2・名取市）

Ａ．可能です。家の引っ越しで現在の施設に通えないですとか，家の近くに施設ができてそちら

に通いたい，または，家の近くの施設に空きができたので移動したいなど様々です。その時通

所している施設に「この施設へ移動したい」旨を話して手続きを進めることになります。

Ｑ１２．提供サービス名の違い（更生と授産？地域活動センターなど何が違うのか？）が全然わか

らない。（中2・仙台市）

Ａ．「進路の手引き2010」Ｐ７９～Ｐ８５をよくお読みください。提供サービスの違いや施設ご

との提供サービス，所在地，活動内容等がまとまっています。自立支援法については，Ｐ７～

Ｐ２１に書いてありますのでご覧ください。

Ｑ１３．みのり園は，将来的に高校卒を受け入れないという情報がありますが，本当のところはど

うなのか。（中2・名取市）

Ａ．平成２４年４月からはみのり園のように，就労継続支援Ｂ型だけの施設については，特別支

援学校等を卒業して直接入ることはできません。ただ，今は移行措置ということで入ることが

できています。その期間は，Ｈ２４年３月までです。

Ｑ１４．仙台市などを利用したいが遠いので送迎などは無理なのか？（中３・岩沼市）

Ａ． 仙台市の施設は仙台市の方のみの利用になり、岩沼市からは利用できません。詳しくは

小学部Ｑ１のＡをご覧ください。

Ｑ１５．みのり園に通えれば、と思うのですが、入れなかった場合どうしたらいいか？

（中３・名取市）

Ａ． みのり会から，２つの新しい施設を開所する計画が出されました。

① 第２みのり園（仮称）就労継続支援Ｂ型定員２５名

② みのりの家（仮称）短期入所定員５名

※ 開所まで最短で約３年はかかるものと思われます。また，平成２４年４月から就労継続支援

Ｂ型には高等部卒業後はすぐに入れなくなります。それに対し名取市としてどのような配慮さ

れる計画があるかは未定です。

Ｑ１６．送迎サービスもある施設がいくつかありますが、どこまで送迎してくれるのが知りたい。

（中３・仙台市））

Ａ． 送迎に有無、内容については各施設によってそれぞれ状況が異なります。具体的には直接そ
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の施設へ問い合わせをして下さい。電話番号は進路の手引きを参照して下さい。

Ｑ１７．高校を卒業するまでに、子供に合う仕事をする施設を見つけられない場合は自宅にいるし

かないのか、または宿舎みたいなところで住み込んで訓練をしながらでもいいのか知りたい。

（中３・仙台市）

Ａ． Ｑ２を参照してください。その他に，仙台通勤寮があります。ここは，日常の生活支援を受

けながら生活し，事業所か就労継続支援の施設へ通勤するという所です。詳しく知りたいとき

は担任までお知らせ下さい。


